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現代韓国社会における巫俗儀礼の一考察
一全羅南道珍島の事例からー
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1。 は じ め に

韓国の巫をムーダン型、タンゴ ル型、 シムバン型、 ミョンド ウ型の4 類型に分類した金泰坤は、

韓国巫俗の地域的特徴を以下のように指摘してい る。

（1）ムーダン型とは、巫病に始 まる降神体験 を通じて成巫した巫であり、歌舞によるクツ1)を主管

することができ、霊力 によって占いを行ない、予言を行なう。朝鮮半島の中部および北部地域に分

布してい る「ムーダン」、「パクス」（男巫）がムーダン型に該当 する。他方ムーダン型の傍系 とし て

「菩薩（ポサル）」、「七星ハルモム」、「法師」などと呼称される「ソン・ムーダン」の類があ る。 こ

れら「ソン・ムーダン」類は降神体験によって成巫し霊力を有しているが、歌舞による正統なクツ

を主管することのできない下位のムーダンであり、簡単な巫儀である（ピソン2)」を行ない、霊力 に

よって占いをするのが主な機能である。 この ような「ソン・ムーダン」類 もまた中部および北部地

域 に主として分布しており、南部地域 と済州島にも時折見出される。「菩薩」の場合 も菩薩が降りた

といい、菩薩を（モムジュ神3)」として受入 れ、仏壇を構え、仏教的な色彩を標榜するムーダ ンであ

る。このようなポサルの場合は、降神体験 を通じて霊力 を得たが、正統な クツを行なうことができ

ず、巫俗 の基盤の上 に簡単な仏教的儀礼を加味して祭儀を折衷 的に行なっている。菩薩 は後になっ

て変形したムーダンであると考えられる［金泰坤1982:35-36 ］。

（2）タンゴル型とは、血統にしたがっ て代々祭司権が継承され、人為的に成巫した世襲巫であり、

一定の管轄地域 とその管轄地域に対 する祭司権が血統にしたがって継承される。このような巫 には

全羅道地域の世襲巫「タンゴル」および慶尚道地域の「ムーダン」がい る。降神体験がな く、霊力

を有してはおらず、歌舞により正統な祭儀を行なう。

（3） ミョンド ウ型とは、人間の死霊 が降神 するという体験 を通じて成巫した巫であるが、降神し

た死霊 は血縁関係のあ る幼い子供が死 んだ霊 であり、大概は7 才未満の死霊で、場合によっては16

才前後の死霊の場合もある。ミョンド ウ型の特徴は、体 に憑依した死霊を自宅の祭壇に祀 り、必要

時にはこの死霊を呼び、霊界および未来に起 こる出来事を探知させて占い を行なうことにある。女

児の死霊を「ミョンド ウ」、男児の死霊を「トンジャ」または「テジュ」といい、これらの死霊が憑

依した巫 もそれぞれ「ミョンド ウ」、「ト ンジャ」 または「テジュ」と呼ぶ。このようなミョンド ウ
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型の巫は朝鮮半島の南部地域に多く分布しているが、中部および北部地域にも散発的に分布してお

り、特に全羅南北道に集中的に分布している。ミョンドウ型をムーダン型と同型の降神巫系統とし

てみることができるが、ムーダン型の場合、降神する神霊が大体において一般的な自然神（例：天

神、玉皇上帝、山神、日月星神、龍神など）であるのに比べて、ミョンドウ型では特定の血縁関係

にある幼児の死霊が降神する。

（4）ムーダン型、タンゴル型、シムバン型、ミョンドウ型をその性格にしたがって大別すれば、

ムーダン型とミョンドウ型は降神巫系統に属し、タンゴル型とシムバン型は世襲巫系統に分類され

る。朝鮮半島の中部地域と北部地域では降神体験を通じて成巫した「降神巫」が支配的であるのに

比べて、南部地域では血統にしたがって巫の祭司権が世襲により継承される「世襲巫」が支配的で

あり、巫の性格による地域的な差異が見られる。降神巫は成巫の動機が神の降臨という神意にある

ため、巫の機能の拠り所を神の降臨によって得た霊力としているのに対して、世襲巫は成巫動機が

祭司権の人為的な世襲によるものであり、巫の機能は霊力とは関係なく、祭儀を執行することに力

点が置かれている。南部地域にも「ミョンドウ」のような降神巫に属する巫が分布している。しか

し「ミョンドウ」はあくまでも傍系であり、南部地域の巫の主流は世襲巫である。

（5）中部および北部地域の降神巫がクツの際に着用する衣服は、クツの各コリ4)にしたがって招

かれる神霊を象徴する神の衣服であるため、1 人の巫が12種類から20種類の衣服をクツにおいて着

用する。しかし南部地域の世襲巫の場合は、クツの際に着用する衣服が2 ～3 種類程度であり、全羅

道地域のタンゴルの場合は、そのような衣服はほとんど使用されない。またクツでは、北部地域の

降神巫では打楽器の演奏が主とされ、歌舞の曲調、速度が速く、とても興奮した状態の跳びはねる

踊りが行なわれるが、南部地域の世襲巫では打楽器の他に吹奏楽器や弦楽器までも多様に動員され、

曲調と速度が緩慢であるという相違がある［金泰坤1981:142-148 ］。

以上のような巫俗の地域的類型に関する通説に対して、近年では韓国社会の発展、変化にともなっ

て韓国巫俗もさまざまな面で変化している旨指摘されている。崔吉城は「組織を中心に主に村レベ

ルで存在した南部地方の世襲巫は村の異質化・近代化と共に存在しにくくなり、現在、急速に消え

つつある。その代わりに降神巫が行われたり、世襲巫が自ら降神巫的な機能を兼ねそなえたりして

おり、都市では降神巫が盛業している」［崔吉城1985:148 ］と述べている。また伊藤亜大は、朝鮮

半島の南部地方において、1970年代末頃から神霊の降臨によって成巫した占い師（チョムジェンイ）

の中に世襲巫が行なっていた巫俗の儀礼であるクツを見よう見まねで始める者が続出しており、こ

のような占い師は巫俗に接近する一方で、巫俗を迷信視する人々をかわすためであろうか、仏教の

権威を借りてみずから菩薩（ポサル）とか道師（ドーサ）を名乗り、近年では自宅に仏壇を設けた

りして、寺看板を掲げる例が多いと報告し、このような占い師による巫俗儀礼は、多様化する顧客

の要請に応えるため派手な演出をとり入れる者が増えており、伴奏も激しい音響入りのソウル地方

の降神巫のものに近くなってきていると述べる、巫俗儀礼の類型と地域差とが近年になって曖昧に

なってきている旨指摘している［伊藤1996:284 ］。

筆者が1995年1 月以降断続的に調査を行なっている全羅南道珍島はタンゴルと呼ばれる世襲巫の
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活動する代表的な地域として知られており、従来は、家庭に何か災いが生じた場合、その家族など

が先ず降神巫に占いを依頼して原因を明らかにしてもらい、その指示にしたがって世襲巫に各種の

巫儀クツを依頼していた。降神巫は以前には占いだけを行ないクツは実施していなかった。しかし、

その珍島でも降神巫の中に世襲巫の行なうクツを実施する者が現れて、今日では世襲巫が衰退する

一方で、降神巫の活動が活発化してきている旨報告されており[ 安田1994 、川上1997b] 、現在

珍島には30名から40名の降神巫が確認されているとの報告もある[朴柱彦・鄭鍾秀1988:164-166 、

土佐1989:390] 。珍島の降神巫はほとんどが女性であり、珍島の一般住民は降神巫のことをミョ

ンド、もしくはチョムジェンイ( 占い師) と呼ぶ。ミョンドとは幼児の死霊の降臨を受けた巫に対

する呼称であり、チョムジェンイとは占いをするという役割に重点を置いた呼び名である。降神巫

自からは最近では尊称としてのポサルという名称を名乗る場合が多くなってきており、祭壇に仏菩

薩像を祀ったり、自宅を寺や庵と称して、中には韓国仏教の各宗派から寺としての登録を認めても

らっている場合も少なくない。先に紹介した金泰坤による韓国巫の分類によれば、ポサルと称する

職能者はムーダン型に分類され、ミョンドウ型とは区別されている。珍島の降神巫は多くが幼くし

て死亡した自分の子供または婚家や実家の祖先が降臨して巫となったと主張しているので、金泰坤

の分類するミョンドウ型に属すると思われるが、近年ではポサルと称して活動しており、しかも歌

舞によるクツを実施するようになっている現況については別に報告したことがある[川上1997a] 。

本稿は「巫俗儀礼の類型と地域差とが近年になって曖昧になってきている」との先学による指摘

を検討するため、筆者が行なってきた調査をもとに珍島における具体的事例を紹介して、珍島にお

ける巫俗の現状を報告するものである5)。2.

事 例

筆者はこれまでに珍島で暮らす10人の降神巫に出会っているが、そのうち比較的活発に活動して

いる4 人および最近珍島の世襲巫との関係を強めている全羅南道順天市在住の降神巫1 名の計5 名

（全員女性）の行なう巫儀について紹介する。なお珍島で暮らす他の6 人については、2人が楽器の

演奏や簡単な儀礼を行なう助巫としてしばしばクッに参加しており、2 人が治病行為を主として活

動しており、2 人がクッは行なわずに占いのみを実施している。

〈事例1 〉K.O （64才）（なお年齢は1997年現在のものである。以下同じ）

珍島郡古郡面の出身。結婚後、古郡面で暮らしていたが、36才のときに成巫する。成巫式は、釜

山にいる姉がやはり神霊を祀っているので、そこで行なった。1984年に韓国仏教の太古宗全羅南道

宗務院から金剛戒壇を受け、法名を地蔵行とする。1987年にも太古宗の曹渓山禅庵寺で金剛戒壇を

受ける。さらに1994年夏には珍島郡義新面に寺を建て、同年日月には太古宗総務院から同宗所属の

寺としての登録が認められている。

彼女の実施するクッには、死者の魂を象徴的に洗って極楽に送るシッキム・クッ、家を新築した

り引っ越したりした時に家の守護神であるソンジュを新しい家に奉安するソンジュ・クッ、祖先の

恨みを解いて家庭に幸運をもたらすための祖先クッなどがある。さらにシキム・クッには、家庭内
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に災いが生じ、占いをしてみると祖先の中に魂を洗ってもらえずに極楽に行くこ とのできない者が

いるためであるとの結果が出た場合、予め日を決めて実施するナルバジ・シッキム・クッ、葬儀の

際、出棺の前夜に行なうクァンモリ・シッキム・ クッ、結婚前に死亡した男女を死後結婚 させ、 そ

の魂 を洗ってやるチョスン・ホンサ・クッなどがある。彼女の実施するクッの詳細については別 に

報告したことがあるL 川上1997a 、1997b ］ので、 ここで は世襲巫 の実施するナルバジ・シッキム・

クッとの比較を通じて、彼女が実施するナルバジ・シッキム・クッの特徴について記し てお く6)。

先行報告書［趙慶万1988 、土佐1989 ］により世襲巫が行なうナルバジ・シッキム・ クッの構

成を示せば、（I）竃神への儀礼であるチョワンバン、（2）ソンジュにクッの実施を告げるアンタン。

（3）客死した者の魂を招くホン・マジ、（4）亡者、祖先、友人などを招くチョガマンソク、（5）ソ

ンニム（天然痘の神 もし くは遠い親戚 と友人）を招くチョオルリギ、（6）ソンニムを迎え入 れるソ

ン・クッ、（7）ソンニ ムを送り返すソンニム・ヨウィギ、（8）家庭 に繁栄 と豊饒を授ける帝釈クッ。

（9） シッキム（洗う）の対象となる亡者以外の祖先 を供応して送 り返す先堕 （ソニョン）モシギ。

（10） ノク（白紙を切り抜いて作った死者の魂を象徴するもの）を紙銭（細長い白紙 を束ねて房状

したもの）で引 き上げて、亡者の魂が動けるようになったことを示すノク・オルリギ、（11）亡者が

各種の難関を越えて、無事に極楽 まで行くことを祈願するヒソル、（12）亡者の魂 を洗 うシッキム。

（13 ）白布 に結び目を付けて、それを振って解くことにより亡者の苦を解くコプリ、（14）亡 者が極

楽へ行く道を磨 くキル・タックム、（15 ）あの世からの使者のための儀礼チョンチョン・メギの順で

ある。他方、K.O の実施するナルバジ・シッキム・クッの構成 を示せば、（a）墓所での山神 への儀

礼、（b）墓所での死者への儀礼、（c）竃神への儀礼チョワン、（d）客死した者の魂 を招くホン・マ

ジ、（e）ソンジュにクッの開始を告げると共 に、祖先たちを招く、（f)農業や商売の繁栄を祈願 する

地神プリ、（g）財運や幸運を授ける帝釈クッ、（h）シッキムの対象者も含めて、招いた祖先 を供応

し、 祖先の口寄せを行な う先堕モシギ、(i）紙のノクを紙銭で引 き上げるノク・オルリギ、（j）白布

に結び目を付けて、それを振って解くことにより亡者の苦を解 くコプリ、（k）亡者の魂を洗 うシッ

キム、（1）亡者が極楽へ行く道を磨くキル・クッキム、（m ）あの世からの使者のための儀礼 チョン

チョン・メギの順となっている。両者を比較すると、両者がほぽ同じ構成を示していることがわか

る。K ．0 は37、38 才の頃、1 年間ぐらい古郡面に住んでいた世襲巫について廻ってクッを習った経

験があると語っており、彼女はシッキム・クッの各コリの構成面では世襲巫の クッから逸脱 する事

なく、 それを踏襲しているといえそうである。

し かし世襲巫によるクッでは巫 歌が質、量共に豊富に歌われるのに比べて、K.O は経文を多用し、

巫歌を詠ずるとしても、それらの巫歌は大分簡略化されたものであ るという相違点 も伺 われる。例

えば、K.O はシッキム・クッを実施 するに先立って、「墓のある山の神 に儀礼を行ない、 また死者

の墓に向かって霊を迎えると共に、その墓所が明堂 （風水地理から見て適切な場所）であることを

告げるため」（K ．0 談）に山神と死者に対し て各々儀礼を行なうが、山神への儀礼では「山王 経」

「山霊呪」「ソンウォンプリ」などの経文を、墓の死者への儀礼では「千手経」「般若心経」「四方賛」

「ド リャン賛」などの経文 を唱 える。 また家庭に繁栄 と豊饒を授ける帝釈クッの場合、世襲巫 によ
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るクッではヽ 帝釈の巫歌に登場 する僧の来歴、僧の下降、山川や寺 の遊覧、クッを行なう家に来て

の念仏ヽ 明堂を探す、土地の地固め、家建て、立春貼り、布施を受 ける、業（福）を招き入れる、

堂山ノリ、軍雄 ノリなどの巫歌が歌われる［趙慶万1988 ］。他方、K.O はそれらの巫 歌の全 てを

歌うのではなく、そのうち明堂、念仏、布施、業などの巫歌を歌い、その内容 も世襲巫の歌に比べ

れば大分簡略化された もののようであ る。巫歌の簡略化 と経文の多用はK.O の実施するクッの全

般にわたって見られる。

世襲巫とK.O の最 も顕著な違いは、招いた祖先を供応する先螢モ シギにおいて、 ソンジュや祖

先、シッキムの対象者がK ．0 に憑依し て第一人称で語る口寄せが行なわれることである。世襲巫に

よる先埜モシギは、 ソンジュへの供応の後 にシッキムの対象 となる者以外の祖先を巫歌 と踊りで供

応して送り返 すものであり、祖先たちが世襲巫に憑依することはない。K ．0 は祖先の口寄せの重要

性を正面に掲げてクッを行なってお り、依頼者たち もK.O にクッを依頼 する理由の一 つが、口寄せ

への関心にあるようである。

次にK.O がクッにおいて使用する用具、楽器、服装を世襲巫のものと比較してみる。先ずK.O

のシッキム・クッで使用される用具をあげれば、（イ）亡者の魂の依代 とされるゾンデ。短く切った

篠竹3 本くらいを束ねて、白紙の帯で結わえた もの。（ロ）白紙 を人型 に切り抜いたもので、シッキ

ムの対象となる者の魂を象徴するノク。（ハ）波型の刻 みが付けら れた細長い白紙を束ねて房状にし

た紙銭（チジョン）。波型は銭のつながった様子を表している。銭 は亡 者や雑鬼に旅費として与えら

れるもので、また巫女は紙銭を持っ て踊ることにより、雑鬼を祓ったり、亡者が行 く極楽への道を

開いたりするという。（ニ）招いた魂を納めるノク・クンソク。策などの器の縁に細 く割った竹を付

け、 それを支えにして白紙で作った屋根を付ける。白紙は二重になっていて、表側には人型が刻ま

れてある。策の中には米が盛られ、 ノクが置かれる。（ホ）ヨンド ン。 ゴザなどの上に亡者の韓服を

広げ、韓服を中にした ままゴザを巻い て筒 を作り、 その筒を立てて、その先端 に麹、ノクを入れて

蓋をした金属性の飯椀、鍋の蓋の順 に重ねて作った人型をいう。 この人型を蓬を浸した水、香 を浸

した水、清水の3 種類で拭 く。（へ）木綿の白布。コプリでは白布 に結び目を付け、それを振っ て解

くことによって亡者の苦が解かれたとされる。 キル・タックムでは遺族たちが白布の両端を持って

ピンと延ばして張り、亡者が行くあの世 への道 とされる。 また ホン・マジの際には地面に敷かれ、

魂がやってくる道 とされる。（ト） シッキムの対象となる亡者のた めの韓服。 シッキム・クッの際に

は、祭壇の後ろに立てられた屏風の向かって右側 に掛けられる。（チ）金属性の飯椀に米を盛り、 そ

こにローソクを立 てると共に、匙の柄の部分を上 にして差したものをエク・クル（厄の器）という。

家族1 人 に1 つ用意され、匙の柄 にはその者の年齢の分だけ紡 んだ白糸が巻 きつけられる。家族の

厄 を祓 うための ものである。

次にK.O のシッキム・クッで使用される楽器を紹介すれば、（i ）チン（銅鋸）、（ii ）チャンゴ

（杖鼓）、（iii）アジェン（牙筝）、（iV）ビリ（縦笛）、それに（V ）バラと呼 ばれるシンバルのよう

な楽器の代 わりに金属性の飯椀の蓋が使用される。帝釈クッでは、K ．0 は飯椀の蓋 を両手に1 つず

つ持ち、それを叩 き合わせながら歌い舞う。服装に関しては、K ．0 は白色のチマ・チョゴリを着用
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し、 その上にチャンサム（長杉） と呼ばれる白色の上衣を着るときもあ る。そしてコッカル（白紙

で作った被りもの）を被る。チャンサムやコッカルは僧侶 を表す服装とされる。K.O のシッキム・

クッで使われる用具、楽器、服装 は世襲巫のクッで使用される もの［李鐘哲1988 ］とほぽ同じで

ある。

〈事例2 〉S.S （39 才）

珍島郡の出身。結婚後、珍島郡 智山面で暮らしてたが、31 才 の時に珍島で成巫式を行なう。成巫

式 を行なってくれたのは事例3 のOS で ある。97年8 月 には珍島郡智山面にあ る家 を離れて、珍島

邑 に別に家を購入し、依頼者を受 ける場所としている。s.s

は、成巫後、占い師 として暮らしてい くのではなく、同じ巫儀を行 なうならば珍島の伝統的

な巫儀であるシッキム・クッを正式に習いたいと思う ようになり、世襲巫（死亡）に就いてシッキ

ム・ クッの習得 に努めると共に、92 年からは、珍島の民俗芸能 の保存・振興を目的 とする珍島文化

院において、国指定の無形文化財第72 号であるシッキム・クッ伝授の教習を受 けている。 また住民

から依頼がある場合には、男性楽士たちと共 に各種シッキム・クッを実施してい る。s.s は構成、

巫歌 においても世襲巫が行 なうクッを踏襲している。さらに事例t のK.O とは異なり、s.s は クッ

の中で口寄せを行なわず、できる限り世襲巫のシッキム・クッに近づこうとしてい る。 また、クッ

で使用 される用具、楽器、服装も世襲巫の ものと同一である。 楽器については、帝釈コリで世襲巫

が使 用するチョンジュという ものをs.s も使用している。それは真鐘の鉢に紐を付け、紐の先に鹿

角を結 んだもので、その鹿角で鉢 を叩きながら巫歌を歌う。

〈事例3 〉O.S （57才）

珍島郡智山面 の出身。 結婚後、智山面で暮らしてい たが、32 才のときに珍島で成巫式 を行なう。

夫の父 （死亡）は珍島でも有名な読経師であり、家には夫の父が使用していた経文集が多数残って

いる。現在も智山面に居住している。 クッを行なう際には、巫歌や踊り、口寄せを行なうことので

きる降神巫 を招 き、その者 にそれらの役割を任せ、0．S自身は読経を担当 する場合が大部分であ る。

彼女 が経文を唱 えることを主な役割 とするのは、読経師 として有名であった夫 の父の影響であると

語っている。

ここではo.s によるクッの事例 として、1997 年8 月17 日に珍島郡智山面下宝田里のある家で、嫁

を迎えることができないでいる息子に幸運を招く目的で、46 才で死亡した父の恨 みを解 くために行

なわれた祖先プリについて紹介する。今回のクッはo.s が依頼 されたものであるが、彼女は自分 に

成巫式を行なって くれたC 巫女（珍島出身で、珍島 に居住していたが、96 年からソウルに移ってい

る）をソウルから呼 んで一緒に行なうことにした。o.s の夫 も楽士 として参加した。

午後4 時、2 人の巫女、母、息子の4 人が父の墓所 に到着し、墓の盛り土の上から上手に白布 を延

ばして置き、その先に多少の供物が置かれる。山神への祈祷が始 まる。2人の巫女は四方 に合唱礼拝

し、o.s は四方の塩を撒き、息子 の年齢を聞いた後、銅錐を叩 きながら「千手経」「開法蔵真言」「神

妙チ ャング大陀羅尼」「山王壇」「普召請真言」「香花請」「献座真言」「普供養真言」「普回向真言」

「山王礼賛法」「堂山経」「山王経」「山霊呪」「各道関山神呪文」などを唱える。C 巫女は墓の上か
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ら延ばされてあった白布に結び目を付けヽそれを振って結 び目を解くことを3 回繰り返 す。2人の巫

女が礼をして終わる。午後4 時40 分、o.s は供物 が置かれた父の墓の前に坐 り、銅躍を叩 きな
がら

「各道関山神問呪」「安宅および動土」「重服 経」などを唱える。C 巫女は白布 に結び目を付け、息

子に白布の一方を持たせて、振って結び目を解 く。 また白布 に結び目を付けて、今度は後ろから息

子の首に白布をまわして振って結び目 を解き、解いた白布で息子をさする。それをもう一 度行なう。

次に白布で息子の背から腹にかけてさすった後、米を周囲に撒 く。午後5 時5 分に終了する。0 ．S

は山神に供えた供物を周囲に撒く。

依頼者の家 に戻り、2人の巫女は白紙で紙銭、ノク、韓服 を作る。部屋に屏風 を立 て、向かって左

に祖先のための膳、右に ソンジュのための膳が用意される。祖先の膳 には酒杯が13杯置かれる。エ

ク・クルッは5 つ置かれる。

午後8 時45 分、C 巫女が膳の前 に坐って、銅鋸を叩きながら経文 を唱 える。楽士はチャンゴを叩

く。 この儀礼は、巫女によれば「祖先 を呼んで、坐って食べて、家庭の願い事が成就するように祈

るものである」という。午後9 時に終了する。

午後9 時5 分、o.s が膳の前に坐り、銅鋸を叩 きながら依頼者の家の住所、姓氏を唱え、「千手経」

「開法蔵真言」「神妙成造陀羅尼」「竃王経」「般若心経」「仏説成造経」「仏説百サル神呪経」「一切

四柱不浄サルプリ」などを唱え、午後9 時55 分に終わる。

午後10 時10 分、C 巫女が紙銭を持っ て立ち、膳に礼をし て唱え言をする。楽士はチャンゴ、o.s

は銅鍾を叩 く。やがてC 巫女は母に向かって「私の子孫よ。心配するな。 金が稼げる」などと語り

始め、母は「息子が結婚するように。 息子の結婚が問題だ」などとC 巫女 にいう。父がC 巫女 に憑

依した模様である。C 巫女が「服をくれ」というと、o.s は白紙で作った韓服を渡す。C 巫女が紙

の服 を持って歌い、母から渡された酒杯を飲 み干 す。C 巫女は息子に酒を要求する。息子から酒杯

を受 け取り、息子に何事か語りながら飲 み干 す。C 巫女は母に財布を持 ってこいといい、紙の服を

母に持たせて「こんな服を着て歩けるか」という。母とのや りとりがひとしきり続いた後、C 巫女

は紙銭を持って歌い、「家を空けるな」などと語り、酒杯を両手に持って踊 る。午後日時5 分に終了

する。

次に、C 巫女が結び目を付けた白布 を持って歌い、踊る。踊 り終 わると、白布の一方を息子に持

たせ、2 人で振って結び目を解く。これを3 回繰 り返 す。続いて息子を坐らせ、ノクを息子の頭の上

に載せ、その上から紙銭を被せる。紙銭を揺すりながら引き上げるとノクも紙銭について上がって

くる。紙銭で息子の体をさすり、紙銭を両手に持って踊る。午後11 時15 分に終わる。

午後H 時35 分、庭に多少の供物を用意した膳を出して、その前に息子 を坐らせる。0 ．Sは銅鍾 を

叩く。C 巫女が大型の刃物 を持ち、息子の周囲で振り回し、息子に突 き刺す真似をした後、刃物 を

前方に投げる。C 巫女はその刃物で庭、門、壁などを突 き刺す真似をする。次に包丁を持って息子

の頭の上で振 り回してから、包丁を前方に投げる。2回目投げたときに、包丁の先が前を向いて落ち

る。最後にクッで使用したものを門の外の道に出て燃やす。午 前O 時5 分に終了 する。

以 上紹介した事例から、o.s によるクッの特色を記せば次の ようになろう。先ず、クッの構成面
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から見ると、紹介したクッはシッキム・クッではないがヽそれでも珍島に伝わる世襲巫のクッの構

成に沿って行なわれていることがわかる。例えば、家で行なう儀礼の最初に「祖先を呼んで、坐っ

て食べて、家庭の願い事が成就するように祈る」儀礼を行なっているが、これは世襲巫によるクッ

のアンタン、チョガマンソクなどに依拠たものと思われるoC 巫女が紙銭を持って歌い踊り、彼女

に憑依した亡夫と母とのやり取りの場面は先堕モシギに該当し、コプリやノク・オルリギも見られ

る。しかし世襲巫のシッキム・クッと比べて、ここで紹介した事例ではクッの構成が大分省略され

ていることも事実である。帝釈クッは行なわれておらず、先螢モシギにおいても、世襲巫による先

奎モシギでは招かれた祖先1 人1 人に対して供応が行なわれるのであるが、o.s による事例では今

回供養の主対象である亡父l 人だけに供応が行なわれた。この事例で準備されたの祖先の膳には13

杯の酒杯が置かれてあったが、これは13人の祖先を祀ったことを意味しているのであり、世襲巫の

クッの通りに行なうのであれば、13人に対して1 人I 人供応の儀礼が行なわれなければならない。

また先にo.s は読経の担当を主な役割とすると述べておいたが、この事例でも経文が多用されてい

る。この事例では帝釈クッが見られないが、帝釈クッは珍島に伝わるクッのコリの中では最も巫歌

の要素が強いものであり、歌詞を覚えておかなければ実施できないコリである。なお紹介した事例

では、亡父がC 巫女に憑依するコリの前にOS による読経が長時間行なわれているが、これが帝釈

クッに替わるものであるかも知れない。事例1 で紹介したK.O のクッにも巫歌の簡略化と経文の

多用が見られる旨指摘しておいたが、o.s によるクッではさらにその度合いが増しており、巫歌に

ついては簡略化というよりも省略されているとみたほうが適切であろう。なおK.O と同じく口寄

せが行われている。用具、楽器、服装の面では、ほぼ世襲巫のものを踏襲している。<

事例4 〉p.S （49才）

珍島郡珍島邑の出身。済州島に渡って結婚し、その後一家でソウルに移る。36才のとき、ソウル

で神を受け、京畿道城南市の巫女を「神の先生」とする。その後珍島に戻り、成巫式は城南市の「神

の先生」の指導で珍島で行なった。現在は珍島邑に居住している。

ソウルで成巫し、ソウルで生活する間にソウル式の巫儀を習得すると共に、彼女も現在珍島文化

院でのシッキム・クッの教習に参加しているため、彼女の行なうクッには珍島式とソウル式との併

存が見られる。ここでは、1997年9 月5 日に珍島郡郡内面ネドンサンのある家で、次男に憑いた亡

父を呼び降ろした後、供養して極楽に送るために行なわれたナルバジ・シッキム・クッの事例を紹

介する。以前父が死亡した時、長男は他地に出ていて葬式に参加しなかったため、それを恨みに思っ

ている亡父が次男に憑依したということである。今回のクッはp.s と男性楽±2 名が参加した。依

頼者の家でクッを始める前に亡父の墓所に行き、山神と亡父に対する儀礼が行われた由。

午後6 時50分、白色のチマ・チョゴリを着たp.s が、祖先やソンジュのために供物が用意された

膳の前で扇と鈴を持って立ち、跳びはね旋回してから歌う。楽士は銅鋸とチャンゴを叩く。p.s は

水の入った器と小型の刃物を持ち、刃物で器の水を撒く仕種をした後、刃物で壁や床を叩きながら

各部屋を回る。最後に庭に出て刃物で水を撒いた後、器の水を庭の門に向かって捨て、塩を撒く。PS

は部屋に戻り、白いチマ・チョゴリの上に青色の上衣を着て、さらにその上から赤色の上衣
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を着てヽ赤色の帽子を被り、跳びはねてから旋回する。旋回し終わって歌い、玄関から神々を迎え

入れる仕種をして膳に向かって礼をする。再び跳びはねて旋回すると山神がp.s に憑依し、鈴を振

りながら託宣を行なう。託宣が終わって踊り旋回し、さらに（私が上代の祖父た。12代前の文筆ハ

ラボジ7)だ。少し遊んでいこう」と叫んでから踊る。帽子をとって、手に持って踊る。次男にその帽

子を持たせると、次男も跳びはねる。p.s はシンバル（チェグムと呼ばれる）を叩く。しばらくす

ると次男は座り込み、腕を振り回していたが、何事か語り出す。楽士たちが次男に向かって「話し

たいことを話しなさい」という。次男には数代前の祖父が降りたということである。家の者やクッ

に集まっていた人々が「さあクッをしよう」といって、次男を別の部屋に連れて行く。p.s

は五方旗（青、白、赤、緑、黄の5 本の旗）を持って庭に出て、唱え言をする。五方旗で刃

物を巻いて、それを高く掲げる。続いて五方旗を持って踊る。踊り終わって、「私は天文地理道士だ。

六甲道士だ」と叫んだ後、五方旗の旗の部分を重ね合わせて巻き、竿の部分だけ見せて、そのうち

の1 本を次男に抜かせる。次男は赤色の旗を抜く。抜かれた旗の色によって占いが行なわれる。p.S

が「今まで私がわからなかったのか」というと、次男の母は「おじいさん、今までわからなかっ

た。本当にわからなかった」という。p.s は五方旗を持って母に語り、「長男と暮らせばよかった」

などという。

午後7 時21分、p.s は三枝槍（先が三つ叉になった槍）と優月刀（片刃の槍）を持って跳びはね

た後、牛肉を三枝槍に刺してから、膳の前で牛肉の刺さった三枝槍を立てる。三枝槍が立つと祈願

を行ない、終わると三枝槍を倒す。三枝槍を立てるのは神霊の意向を占うためである。次に餅の入っ

た小型の蒸し器を取り出し、三枝槍を餅に突き刺してから三枝槍を立てたり、三枝槍の3 つの刃先

に梨を1 つずつ刺してから三枝槍を立てたりする。そのたびに立った三枝槍に向かって祈願が行な

われる。祈願が終わると三枝槍を倒す。p.s は着ていた赤い色の上衣を脱ぎ、それを持って踊る。

午後フ時30分に終わる。

午後7 時35分、仏事コリが行なわれる。p.s は白色のチマ・チョゴリの上から白衣を着て僧侶を

表す白色の被りものを被り、扇を持つ。庭に出て四方に礼拝してから、部屋に戻ってきて跳びはね、

旋回する。七星仏事、帝釈仏事などと叫び、p.s の口を通じて神々の託宣が行なわれる。次に脱い

だ白衣を手に持ち、さらに米を盛った上にコッカルを被せた器を持って踊る。さらに餅の入った蒸

し器を持って踊り、託宣を行なう。p.s は母親に泣きながら語り、母親も泣く。語り終わって、シ

ンバルを打ち合わせながら踊り歌う。続いて跳びはねると、次男もシンバルのリズムに合わせて跳

びはねる。p.S は鈴を振って踊る。p.s は白衣を脱いで次男に着せ、数珠を持たせる。PS がシン

バルを叩き合わせると、次男は跳びはねる。しばらく跳びはねた後、次男は座り込む。次男に水を

飲ませ、踊りを勧めると、次男は手を叩きながら跳びはねる。p.s や楽士の説明によれば、このコ

リではp.s には山神や軍雄が降り、また亡父もp.s に憑依して語ったので、p.s も母親も泣いた

ということである。さらに次男には数人の祖先が降り、次男が跳びはねることによって憑いた祖先

の恨みを解いた由。午後7 時55分に終わる。

午後8 時、チョガマンソクが行なわれ、p.s はコッカルを被り紙銭を持って踊る。
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午後8 時22 分、チョオルリギが行 なわれる。これは神霊たちを席に招く儀礼の由。

午後8 時30 分 から午後8 時50 分 まで、ソンニムが行なわれる。p.s は膳 に向かって坐り、 太鼓 を

斜 めに立てて持つ。太鼓 を持つ手にはゾンデが握られている。太鼓を叩きながら歌を歌う。 神霊や

お客 を席に着かせるための儀礼という。

午後8 時 から午後9 時 まで、ソンニム・ヨウィギが行なわれる。お客を送る儀礼 の由。PS は紙

銭 とゾンデを持って踊り、玄関に向 かって紙銭を振る。

午後9 時から午後9 時45 分 まで、帝釈クッが行なわれる。p.s は「七星様がいらっしゃった」 と

歌い始め、念仏、明堂探し、土地の地固め、家建て、布施、業 （福）などの歌 を歌い、最後に干物

の魚を持って歌い、踊る。

午後10 時25 分から、ソウル式 の祖先プリ（プリとは解くの意で、祖先の恨 みや思いを解 くの意）

が行 なわれる。p.s は赤色の上衣の上に青色の袖無しの上衣を着て、刃物 を持って踊り、刃物で壁

を叩 き、また米 を撒く。p.s に神将が憑依し、次男と一緒に跳びはねる。刃物 を玄関 の外に投 げる。

次に扇 と鈴 を持ったPS が跳び はねて旋回するたびに、12 代前、11 代前、10 代前、9 代前、8 代前、

フ代前、6 代前、5 代前の各祖 先が憑依して、母親に向かって口寄せが行なわれる。口寄せの最後に

は「心配 するな」といって、憑依した祖先がp.s を離 れる。続いて高祖父母、曾祖母、祖母が次々

に憑依し、そのたびにp.s は用意してあった韓服を持って踊り、手にした韓服で母、次男、次男

の嫁を祓う。祓うのに使 われた韓服は玄関の外に置く。p.s が男用の韓服を持って踊り旋回すると、

亡父が憑依して母や次男の嫁 に語る。母や嫁は「息子を良くしなさい」 といい、PS は手 にした韓

服で彼女たちを祓う。 このコリの最中には、息子のいない祖父の兄弟や、幼くして死亡し た曾祖父

の子供、祖父の兄弟、次男 の母方の叔母などもp.s に憑依して登場した。午後11 時15 分に終了した。

その後、シッキムやキル・タックムな どシッキム・クッの後半部分が行なわれた由8)。

以上紹介した事例から、PS によるクッの特色 について考察してみる。先ず事例で紹介した クッ

の構成 を整理すると次のようである。（1） クッの開始に先立って不浄を祓う、（2）山神や遠い祖先

を迎 え、 クッの開始を告げる、（3）五方旗 による占い、（4）三枝槍による占い、（5）七星、 帝釈、

山神、軍雄、亡者 を招 くと共 に、 次男に各祖先を憑依させて各祖先の恨 みを解く、（6）チョガマ ン

ソク、（7）チョオルリギ、（8）ソンニム、（9）ソンニム・ヨウィギ、（10）帝釈クッ、（11）p.s

に各祖先を憑依させて、祖先 たちを遊ばせて恨みを解く、（12） シッキムや キル・タッ クムなどシッ

キム・クッの後半部分、 ということになる。ここに見られるの はソウル式コリと珍島式コリとの併

存である。即ち（1）～（5）お よび（11）はソウル式のコリ9）であり、（6）～（10）および（12）は珍

島 シッキム・クッのコリである。クッの前半部分 はソウル式のコリが、中間部分から後半は珍島シッ

キム・クッが行なわれていることになる。 またシッキム・クッの先堕モシギに該当す る部分で は、

ソウル式の祖先プリが行なわれている といえるであろう。 ソウル式コリと珍島シッキム・クッとの

併存は、構成の面だけでなく、用具、楽器、服装 の面で も見 られる。ソウル式の部分では、シンバ

ルによるテンポの速い騒々しい音楽の中でp.s が跳びはね旋 回して神霊の憑依 を受けている。服装

において も、p.s は各コリにしたがって赤色や青色の服に着替えるなどのソウル式の特徴が見られ

一 一
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る。他方ヽ珍島シッキム・クッの部分では、p.s は白色のチマ・チョゴリを着用し、珍島の世襲巫

が歌う巫歌を歌う。楽器や演奏する曲調も世襲巫のクッで使用されるものと同じである。p.s

はソウルで成巫し、ソウル式の巫儀を習得した後に珍島に帰郷しているが、彼女は筆者に、

珍島でソウル式のクッを行なっても住民には好まれなかったので珍島文化院でシッキム・クッの教

習を受けることにしたと語っている。そのため彼女が行なうシッキム・クッは構成、巫歌、舞いの

各面で世襲巫による珍島式シッキム・クッを踏襲したものとなっているのである。彼女の成巫状況

と依頼者側の意向との折衷により、彼女はソウル式コリと珍島シッキム・クッとの併存が見られる

クッを行なうようになったと考えられる。<

事例5 〉S.S.O （38才）

全羅南道順天市の生まれ。31才のときに神を受けて、33才の頃からクッをして廻るようになる。

現在も順天市に在住している。神を受けた当初はソウルで主に事業家などの依頼で財運を祈願する

クッを大規模に行なっていたが、最近、無形文化財珍島シッキム・クッの技能保有者に指定されて

いる世襲巫に接近して彼女を「神のお母さん」と呼び、自らの祈祷を行なうために珍島にも度々やっ

てきている。クッも「神のお母さん」と呼ぶ世襲巫と組んで行なう機会が多くなり、その場合には

コリを分担して、コリのいくつかを彼女はソウル式で行ない、また世襲巫は珍島式で行なっている。

彼女が実施するクッの中にソウル式と珍島式との併存が見られるのであるが、先の事例4 のp.s の

場合には1 人でソウル式と珍島式のクッを行ない分けていたのに対して、この場合には降神巫と世

襲巫の2 人が各々別々にソウル式と珍島式のクッを担当しているところに相違点がある。彼女が珍

島の世襲巫と組んで行なうクッは、珍島島内で行なわれることはなく、珍島以外の地で実施される

ことが多い。彼女が世襲巫と組んでクッを実施している背景には、無形文化財シッキム・クッの技

能保有者と組んでクッを行なうことにより自己の名声を高めようとする狙いがあるとみられ、また

世襲巫側の方にはクッの実施による経済的利益を求めるという動機が存在しているように推察され

る。彼女が珍島の世襲巫と接触するようになった契機について、初め彼女は世襲巫家出身の男性楽

士と組んでクッを実施していたが、その男性楽士を通じて世襲巫と知り合い、一緒にクッをするよ

うになったという話を珍島で聞いた。

3。 若干 の ま とめ

以上紹介した5 人の降神巫が行なうクッについて整理してみる。先に「巫俗儀礼の類型と地域差

とが近年になって曖昧になってきている」との指摘を紹介しておいたが、本稿で提示した事例から

はどのようなことが伺われるであろうか。

事例2 のs.s は、クッの構成、巫歌、舞い、楽器、服装の各面において珍島世襲巫によるシッキ

ム・クッをできる限り踏襲しようとしていることは先に述べた通りである。世襲巫によるシッキム・

クッの継承が衰退していっている今日、将来的には降神巫出身の彼女が国指定の無形文化財シッキ

ム・クッの継承者となる可能性もある。これに対して事例1 のK ．0は、世襲巫に就いてクッを習っ

た経験もあり、クッの構成、巫歌、舞い、楽器、服装の各面において世襲巫によるシッキム・クッ
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の内容から大きく逸脱することはないが、世襲巫との相違点として巫歌の簡略化と経文の多用とい

う点を指摘することができ、さらに世襲巫との顕著な違いとしてK.O による口寄せの実施をあげ

ることができる。世襲巫によるシッキム・クッの形式を保ちながらも、巫歌の省略や経文の多用な

どの度合いがさらに深まるのが、事例3 のo.s である。

以上の3 例は、踏襲の内容、深度において各々相違点が見られるが、総じて珍島世襲巫のシッキ

ム・クッを踏襲したり、能力の面で完全に踏襲することはできないにしても形式的には大きく逸脱

しない方向でクッを実施しているといえそうである。

珍島シッキム・クッとソウル式のクッとの併存が見られるのは、事例4 のPS である。彼女は、

珍島シッキム・クッを行なう前段階としてソウル式でいくつかのコリを実施し、またシッキム・クッ

の中でも先笙モシギに替わってソウル式の祖先プリを行なっている。ソウル式の部分では、服装も

さまざまな色鮮やかな衣装を身に付け、楽器の速度の速いリズムに合わせて跳びはねる踊りが行な

われる。珍島シッキム・クッの部分では、巫歌、舞い、楽器の演奏など全ての部分において世襲巫

によるものを踏襲している。彼女も珍島式シッキム・クッの教習を珍島文化院で受けていることは

先述した通りである。

以上のような事例から、事例2 のs.s は珍島の降神巫の中でも最も世襲巫のシッキム・クッに近

づこうとしている例であり、事例1 のK.O は世襲巫のクッを踏襲してはいるが、巫歌の簡略化、経

文の多用、口寄せの実施など世襲巫によるクッとの相違が顕著となり、事例3 のo.s に至っては、

その度合いが一層増してくるといえそうである。しかしながら、大枠では以上の3 者は珍島シッキ

ム・クッの様式にしたがっているとみられる。これに対して、事例4 のPS の実施するクッには珍

島シッキム・クッとソウル式のクッとの併存が顕著である。先に紹介した、朝鮮半島の南部地方に

おいて降神巫による巫俗儀礼は伴奏も激しい音響入りのソウル地方の降神巫のものに近くなってき

ており、巫俗儀礼の類型と地域差とが近年になって曖昧になってきているとの先学の指摘は、珍島

に関しては、事例4 のp.s の場合にあてはまるとみられる。p.s が実施するクッにソウル式のクッ

と珍島式のクッの併存が見られる理由については以下のように考えられる。p.s はソウルで成巫し

巫業を習得したので珍島に帰郷した後もソウル式のクッを実施していたが、珍島の住民にはソウル

式のクッはあまり受け入れられなかったため、珍島文化院でシッキム・クッの教習に参加するよう

になったという。言葉を換えれば、依頼者である珍島の住民は、完全なソウル式一辺倒のクッより

も従来の珍島シッキム・クッを望んだといえそうである。p.s の成巫状況と依頼者の要望とがソウ

ル式と珍島式が併存するクッを作り出しているとみられるのである10)。

また珍島島外に住む降神巫と珍島世襲巫との接近も、珍島シッキム・クッとソウル式のコリとが

併存するクッが作り出されている原因としてあげることができる。本稿では事例5 のs.s.o の事例

を紹介した。先の事例4 のp.s の場合には 】人でソウル式と珍島式とのクッを行ない分けていたの

に対し、s.s.o が行なうクッの場合には降神巫である彼女と世襲巫の2 人が各々別々にソウル式と

珍島式とのクッを担当している。s.s.o と世襲巫が接近している理由については、無形文化財シッ

キム・クッの技能保有者と組んでクッを行なうことにより名声を高めようとする降神巫側の狙いと
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経済的利益を求 める世襲巫側の動機が作用している可能性 も考えられる。4.

お わ り に

47

本稿ではヽ 巫俗儀礼の類型と地域差とが近年になって曖昧になってきているとの先学による指摘

を検討するためヽ 事例を紹介しながら全羅南道珍島での場合を考察した。その結果、珍島では、降

神巫たちは大枠では珍島世襲巫のシッキム・クッを踏襲しようとする傾向があり、ソウルで成巫し

巫業を習得した降神巫の場合も、珍島では住民の意向により全面的にはソウル式でクッを行なうこ

とができず、ソウル式と珍島式とが併存するクッを行なっているとみられる旨指摘した。巫俗儀礼

の類型と地域差とが変化しているか否かに関して、珍島においては巫の成巫状況や地域住民の意向

が変数になっていると思われる。

また珍島の降神巫たちの中には珍島以外の地域、時にはソウルまで出かけて行ってクッを実施す

るという者もいる。その場合の依頼者は珍島出身者かその関係者が多いようである。降神巫の中に

は珍島の地域雑誌に広告を掲載している者もあり、そのような雑誌を通じて知ったという珍島出身

者から依頼を受けるという場合も多いと聞く。そのような場合、珍島以外の地域、時にはソウルに

おいても珍島式のクッが行なわれることになるとみられる。また事例5 のS.S.0 の場合で見た

ように、降神巫側の狙いや世襲巫側の動機などから両者が一緒にクッを行なうという場合も考えら

れよう。

以上のようなことから、巫俗儀礼の類型と地域差とが近年になって曖昧になってきている要因に

ついて、珍島の事例からは次のようなものが考えられる。(I)

成巫地および巫業習得地とは異なる地域で巫が活動する場合、成巫した地域の巫儀のタイプ

を他地域に持ち込むことが考えられる。

（2） しかし巫が成巫した地域の巫儀のタイプを他地域に持ち込んだとしても、地域住民の意向に

よって、その地域の巫儀を取り込まなくてはならない場合が考えられる。(3)

また故郷を離れて暮らす人々が、故郷の巫儀のタイプを求めて故郷から巫を招いてクッを行

なう場合も考えられる。(4

） 巫の側のさまざまな動機から異なる地域的タイプを有する巫同士が組んでクッを行なう場合

が考えられる。

なお以上のような状況が生じた社会的背景としては、近年の韓国社会において、交通の発達によ

り依頼者や巫の地域間の移動が容易になったこと、情報量の増大と情報の多様化によって評判の高

い巫を選んで儀礼を依頼するなど依頼者の巫に対する選択幅が拡大し、また巫同士が組を作る場合

でも相手の社会的評価を重視して相手を選ぶ傾向が現れてきたこと、さらに郷土意識が依頼者や巫

に浸透したことなどが考えられよう。今後さらに詳細な調査、研究を行なっていきたい。
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〔注〕I

） 韓国の巫が歌舞餐神を中心に行なう除災招福のための儀礼をクッという。2

） 数名の巫および楽士によって行なわれる比較的規模の大きい儀礼をクッといい、巫1 名によって行なわれる

簡単な儀礼をピソン、メギなどという。3

） 各巫の守護神の中でも最も中心となる神。4

） クッはコリと呼ばれるいくつかの祭次が集 まって一つのクッが構成される。5

） 本稿は珍島の降神巫に関する報告であるが、世襲巫に関する最近の調査としては網野の報告がある［網野1997

］。6

） 降神巫K.O の実施するシッキム・クッと世襲巫のシッキム・クッとの比較については、1997 年4 月26日国立

民族学博物館共同研究会「「もの」を通して見た朝鮮民俗文化」（研究代表：朝倉敏夫助教授）で口頭発表をし

た。その際、メンバー諸氏から数々の有益な示唆をいただいた。感謝を申し述べたい。7

） ハラボジとは、おじいさんの意。文筆ハラボジとは、文章に秀でた祖先神の意。8

） 調査日程の都合上、シッキムを行なうためにp.s がヨンドンを作っているところまで観察して調査を切り上

げざるを得なかった。p.s や楽士によれば、その後の過程としてシッキムやキル・タックムを行なうというこ

とであった。9

） ソウル式のクッに関しては、［金泰坤1981:357-385 、重松1981 、Kendall1985:1-22 ］などを参照された

し％10

）崔吉城 も、全羅南道の一漁村での調査を通じて、同村でも世襲巫の衰退とともに降神巫の進出が顕著になっ

ているが、降神巫の行なう儀礼は世襲巫による儀礼を基本型 とし ており、これは世襲巫 と降神巫 との葛藤の次

元を超え、信仰の主体が村人たちであるということを意味していると指摘している［崔吉城1994:352-353 ］。
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ShamanRitualsinModernKoreanSociety

－ACaseStadyofChindoIsland,Cholla-nam-do ―

ShinjiKAWAKAMI

49

InNortherndistrictandMiddledistrictofKoreanPeninsula,theinspirational

shamanispredominat.InSoutherndistrict,thehereditarypriestessispredomi-

nant.Inthehereditarypriestess,therightofritualcanbeinheritedfromgeneration

togenerationonlythroughthefamilyline.Theyplayaroleonlyasaconducting

-priest.

ThereistheoutstandingdifferenceintypsofaritualbetweenSoutherndistrict

andNotherndistrictincludingMiddledistrict.Intheinspirathionalshamanritual,

therearemanynumberofshaman'scostums.Andshamanmusicanddance

proceedinfasttempointheritual.Butinthehereditarypriestess,therearefewsuch

specificcostumsn:)rtheritual.Andmusicanddanceisslowerintempocompared

withthoseoftheinspirathionalshamanritual.

ThemainstreamofSoutherndistrictisthehereditarypriestess,thoughthe

inspirationalshamanalsoisdistributedinSoutherndistrict.Theinspirational

shamaninSoutherndistrictcanmerelydivine.Theycannotplayaroleasa

conducting-priest.

RecentlyinSoutherndistrict.however,thereistheinspirationalshamanwho

playsaroleasaconducting-priest.Precedingstudiesindicatethattheritualofthe

inspirationalshamaninSoutherndistrictincludesmanyelementsoftheinspir-

ationalshamanritualinNortherndistrict.thereforethedifferencebetweenNorthern

districtandSoutherndistricthasbecameunclear 。Inordertoe

χaminesuchindicationsofprecedingstudies,thisstudywillshowthepresentsituationoftheinspirathionalshamanritualinChindoIsland.Thisstudyisbasedontheauther'sfieldresearchundertakenintermittentlyfrom1995to1997inChindoIsland,apartofChoUa-nam-do,locatedatthesouthwesrncorneroftheKoreanPeninsula.Accordingtoauther'sfieldreserchinChindoIsland,theinspirationalshamanwhowasinitiatedinChindoIslandhasatendencytofollowtheritualstyleofthehereditarypriestess.Theinspirationalshamanwhoreturnedtoherhometown,ChindoIsland,aftershewasinitiatedinSeoul,introducestheritualofSeoulstyle
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intoChindoIsland.However,sinceclientsprefertotheritualofChindoIsland

style,shecannotperformtheritualofSeoulstyle.Thereforesheperformstheritual

thatSeoulstyleandChindoIslandstyleco-exist.Also,clientswhoremovedfrom

ChindoIslandtosomewheremayinvitetheinspirationalshamanfromhometown,

ChindoIsland,inordertosponsortheritual.Insuchacase,theritualofChindo

IslandtypemaybeperformedoutsideofChindoIsland.0ntheotherhand,there

istheinspirationalshamanwholivesinoutsideofChindo!slandisacquaintedwith

thehereditarypriestessinChindoIsland.Whentheyperformtheritualtogather,they

performtheritualthatSeoultypeandChindoIslandtypeco-exist.

KeyWords:modernKoreansociety,shamanritual.Seoulstyle,ChindoIsland

style.co－existence


